
平成３０年度 鳥取県中部沿岸土砂管理連絡調整会議 次第 

 

 

日 時  平成３０年１１月２２日（木）午前１０時００分～１１時３０分 

 

場 所  中部総合事務所 １号館Ａ棟２階 講堂 

 

 

 

 

次   第 

 

 

１ あいさつ 

 

 

２ 議 事 

 

（１） サンドリサイクル事業の効果検証及び課題抽出 

 

（２） 各管理者の土砂管理への取組 

    ・由良川河口閉塞対策の検討状況 

（中部総合事務所県土整備局河川砂防課） 

        ・北条川放水路河口砂州対策～特殊エジェクター工法～を用いた 

試験施工の実施状況  

（中部総合事務所県土整備局河川砂防課） 

 

                ・北条川放水路河口部治水対策(河口砂州対策)の検討状況 

 （中部総合事務所県土整備局計画調査課） 

                                   

 

   ３ その他 
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平成２９年度 鳥取県中部沿岸土砂管理連絡調整会議 議事概要 

 
日 時：平成２９年１０月３１日（火）午前９時３０分から１１時   
場 所：中部総合務所１号館 A 棟２階 講堂       

 
１ 議事 

（１）サンドリサイクル事業の効果検証及び課題抽出 

サンドリサイクル実施状況、評価分析、今後の方針を海岸毎に説明。 

[検討対象海岸：天神川右岸地区、天神川左岸地区、由良川左岸地区] 

＜会議での主な意見＞ 

意見）羽合長瀬海岸では、保安林の前の直立護岸が吸い出し等を受け、沈下してしまった。さら

に背後の防風柵が海に流出する等の被害があった。 

 

現対応状況 ： 平成 30 年 5 月に災害査定を行い、11 月に施工業者と契約。冬季風浪後の 3 月

より、直立護岸及び前面の消波ブロック等の復旧を行う予定としている。 
 

（２）各管理者の土砂管理への取組 

■ 天神川河口砂州の解析（倉吉河川国道事務所） 

・平成 24 年 12 月に河口閉塞が原因で浸水被害発生したことを受け、低水時に河口閉塞したとき

の対策の検討を鳥取大学と協同で開始しているところ。 

・河口砂州の土砂量は 10月以降の高波浪時に堆積し、静波浪時に減少傾向となっている。 

・収集した各データをもとに、河口砂州形成のシミュレーションを実施した結果、一部異なる点

が見られたため、今後は、波浪データや漂砂係数を見直していく。 

＜会議での主な意見＞ 

意見）天神川の西の羽合長瀬海岸沿岸については、県では測量が実施されないので、この検討に

合わせて、国の方で測量等のモニタリングをお願いしたい。 

 

現対応状況 ：天神川河口砂州の解析のため、羽合長瀬海岸沿岸で、平成 29 年度に汀線・深浅

測量を実施。  
 

２ その他 

■ 浜崖後退抑止工(サンドパック)の取組状況について 

・岩美海岸においては、海水浴シーズンに間に合うよう養浜を行うが、数日で侵食が発生し、追加

で養浜を行うなど、維持管理の面で多くの問題が発生している。 

・そのため、8月にその対策を検討する委員会を開催し、景観面、防護性、経済性を検討した結果、

浜崖後退抑止を目的としたサンドパックにより対策を行うことが決定し、11 月に試験施工を行う

こととしている。 

・試験施工後は定期的にモニタリングを実施し、その結果を基に、検討委員会にて、本施工の対策

を決定していく。 

＜会議での主な意見＞ 

意見）来年度の予算要求は、どの程度を予定しているか。 

回答）浦富海岸の試験施工及びモニタリングにかかる費用を要望している。 

 

現対応状況 ：サンドパック試験施工及びモニタリング調査の費用が予算化され、平成 30 年 7
月の浜崖検討委員会を経て、試験施工及びモニタリング調査を実施中。  


